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桜井勇人さんと真佑さん・涼那ちゃん・環希ちゃん

（紹介は２ページです）

《端野地区・川向》
ゆう   と                        ま     ゆ                  すず  な                         たま   き

特
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JAきたみらい乳牛共進会
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　広報誌「おひさまサラダ」

を当ＪＡのホームページで紹

介しています。

　右下にあるＱＲコードから

閲覧できます

ので、ぜひご

覧下さい。

をホームページで
閲覧できます！

芯を持ってわが道を行って
　
だ
ん
だ
ん
と
暑
い
日
が
増
え
て
き
た
６
月
23
日
、
端

野
地
区
の
桜
井
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
る
と
、
涼
那
ち
ゃ

ん
と
環
希
ち
ゃ
ん
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
姉
ち
ゃ
ん
の
涼
那
ち
ゃ
ん
は
人
見
知
り
だ
け
ど
お

ち
ゃ
め
な
性
格
で
、
ア
イ
ド
ル
の
歌
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
す
る
の
が
大
好
き
。
写
真
撮
影
で
は
ア

イ
ド
ル
の
よ
う
に
か
わ
い
い
ポ
ー
ズ
を
い
っ
ぱ
い
し
て

く
れ
ま
し
た
！
ま
た
、
最
近
は
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
お
父

さ
ん
と
畑
を
見
る
の
が
好
き
だ
と
お
母
さ
ん
の
真
佑
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
妹
の
環
希
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
人
懐
っ
こ
く
、
寂
し
が

り
屋
な
性
格
。
最
近
は
歩
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

他
に
も
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
負

け
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
か
。

　
涼
那
ち
ゃ
ん
と
環
希
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
仲
良
し
で
、

環
希
ち
ゃ
ん
が
よ
く
ハ
イ
ハ
イ
で
涼
那
ち
ゃ
ん
の
後
を

追
い
か
け
て
い
ま
す
。
取
材
中
も
２
人
で
仲
良
く
遊
ん

で
い
て
と
っ
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
人
の
名
前
の
由
来
は
、
涼
那
ち
ゃ
ん
は
出
産
予
定

日
が
８
月
末
だ
っ
た
の
で
、
初
秋
の
涼
し
い
風
の
よ
う

に
癒
す
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
環
希
ち
ゃ
ん
は
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
「
環
」
の
漢
字
に
込
め
て
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
２
人
に
ご
両
親
は
「
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
芯

を
持
っ
て
わ
が
道
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
人
を
尊
重
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
左から～お母さんの真佑さん(31)、長女の涼那ちゃん(２)、
　　　　次女の環希ちゃん(０)、お父さんの勇人さん(31)
作付内容：玉ねぎ、小麦、てん菜、大豆、種子馬鈴しょなどを
　　　　　作付けしています。

４

 

第
23
回

   

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
乳
牛
共
進
会

特 
集

　当ＪＡ管内では、６月上旬から牧

草の刈取り作業が始まり、最盛とな

る６月下旬には各地でトラクターが

慌ただしく動き回りました。

　置戸地区の酪農家・育成農家12戸

による共同での収穫作業は、６月11

日から開始し、今年度約260㌶の収穫

を予定しています。

　共同作業のメンバーである、合同会社雄勝フィード

サービス代表の大和谷秀明さんは「生育は平年並み。近

年の飼料高騰の影響を少しでも緩和し、最後までしっか

り収穫できるように尽力する」と話しました。

　今年度、当ＪＡの牧草面積は約4,100㌶を予定してい

ます。

牧草収穫、順調に進む
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第
23
回
JA
き
た
み
ら
い

乳
牛
共
進
会

　
６
月
５
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
酪

農
振
興
協
議
会
の
共
催
で
訓
子
府
町
の
北

見
管
内
畜
産
総
合
施
設
で
乳
牛
共
進
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
晴
天
の
下
、
や
や
強
い

風
が
吹
く
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

生
産
者
や
関
係
者
、
地
域
住
民
ら
が
来
場

し
、
会
場
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
き
た
み
ら
い
地
域
か
ら
54
頭
の
乳
牛
が

出
品
さ
れ
、
未
経
産
牛
か
ら
経
産
牛
ま
で

13
部
門
に
分
か
れ
て
、
体
型
や
骨
格
、
乳

房
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
資
質
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
審
査
員
は
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森

町
で
酪
農
業
を
営
む
半
澤
善
幸
氏
が
務
め
、

一
頭
一
頭
を
丁
寧
に
見
極
め
な
が
ら
講
評

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
高
位
賞
は
、
経
産
の
部
で
北
見
地
区

の
（
有
）
上
野
牧
場
が
出
品
し
た
「
ロ
ツ

ク
ウ
　
ビ
ー
　
ビ
ー
　
サ
イ
ド
キ
ツ
ク
　

デ
ザ
イ
ア
ー
」
、
未
経
産
の
部
で
北
見
地

区
の
吉
野
裕
規
さ
ん
が
出
品
し
た
「
ヨ
シ

ノ
フ
ア
ー
ム
　
ジ
ヤ
ス
ミ
ン
　
ス
ネ
ー
ク

　
ア
イ
ズ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
13
部
以
外
に
も
子
ど
も
か
ら
実
習
生
ま

で
が
出
場
す
る
シ
ョ
ウ
マ
ン
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
小
学
生
５
年
生
と
中
学
１
年
生
の

２
人
が
牛
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
堂
々
と
審

査
に
臨
み
、
来
場
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
会
場
で
は
牛
乳
の
無
料
配

布
、
く
ん
ね
っ
ぷ
り
ん
や
牛
肉
（
篠
原

【未経産の部】最高位　「ヨシノフアーム　ジヤスミン　スネーク　アイズ」　　北　見　吉野　裕規（左１頭目）
　　　　　　　準最高位「バレルフアーム　レジエンズ　レゼチヤン」　　　　　上常呂 （同）バレルファーム（右１頭目）

【経 産 の 部】最高位　「ロツクウ　ビー　ビー　サイドキツク　デザイアー」　北　見 （有）上野牧場（左２頭目）
　　　　　　　準最高位「バレルフアーム　ミステイ　ゼータ」　　　　　　　　上常呂 （同）バレルファーム（右２頭目）

▲審査の様子

▲主催者挨拶をする
　大坪組合長

▲デイリークイーンを
　務めた川路職員

▲来賓挨拶をする
　深川置戸町長

▲審査員を務めた
　半澤善幸氏

▲未経産・経産の部の最高位、準最高位の栄誉に輝いた４頭と関係者の皆様

▲経産の部最高位賞　㈲上野牧場（北見）
「ロツクウ　ビー　ビー　サイドキツク　デザイアー」▲バナーを受け取る参加者

▲ショウマンショーで牛をリード▲

特集

牛
）
の
販
売
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
地
域
の
酪
農
に

親
し
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲入念に牛を仕上げる出品者 ▲牛乳の無料配布
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
〜

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
食
品
加
工
に
つ
い
て
学
ぶ

　
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
加
工
商

品
展
示
場
や
研
究
室
、
食
品
加
工
室
を

見
学
し
、
参
加
し
た
会
員
は
「
同
セ
ン

タ
ー
を
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
が
、
身

近
な
商
品
の
開
発
や
地
元
商
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て

い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
は
、
北
見
市
内
で
懇
親

会
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
６
月
10
日
、
北
海
道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク

圏
食
品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
学
習

会
を
行
い
、
会
員
21
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
公
益
財
団
法
人
オ
ホ
ー
ツ
ク
財
団
の

福
澤
係
長
か
ら
同
財
団
の
取
り
組
み
、

同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
地
域
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
、
実
際
に
開
発
に
協
力
し

た
商
品
や
研
究
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
訓
子
府
支
部
・
置
戸
支
部
〜

研
修
会
を
通
し
交
流
を
深
め
る

に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
で
は
「
素
敵
な
パ
ン
が
で

き
る
ま
で
」
と
題
し
、
大
橋
さ
ん
が
パ

ン
を
作
る
に
至
っ
た
経
緯
や
健
康
に
つ

い
て
語
り
、
参
加
し
た
部
員
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
「
農
の
里
」
の
パ
ン
販

売
会
が
行
わ
れ
、
用
意
さ
れ
た
商
品
は

完
売
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
北
見
市
留
辺
蘂
町
の
美
白

の
湯
宿
大
江
本
家
で
懇
親
会
を
行
い
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
訓
子
府
支

部
と
置
戸
支
部
は
６
月
４
日
、
当
Ｊ
Ａ

訓
子
府
地
区
事
務
所
で
女
性
部
南
エ
リ

ア
交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
訓
子
府
支

部
15
人
、
置
戸
支
部
13
人
、
合
わ
せ
て

28
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
北
見
市
西
相
内
に
あ
る

「
農
の
里
（
み
の
り
の
さ
と
）
」
の
大

橋
加
奈
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
大
橋
さ
ん
は
「
体
に

優
し
く
誰
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

も
の
を
届
け
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

使
用
す
る
素
材
全
て
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

▲取り組みについて学習する様子

▲設備について説明を受ける会員

▲講演会の様子

▲パンを購入する部員

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
〜

Ｊ
Ａ
職
員
と
部
員
が
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
焼
肉
で
交
流

し
た
。

　
競
技
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
焼
き
肉

を
囲
み
親
睦
を
深
め
、
毎
年
恒
例
の
ア

ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
も
開
催
し
ま
し

た
。
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
各
チ
ー
ム
か
ら
１

人
ず
つ
選
出
さ
れ
た
、
代
表
者
12
人
に

よ
る
熱
い
戦
い
が
行
わ
れ
、
今
年
は
相

内
地
区
の
村
上
健
太
郎
さ
ん
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
終
え
て
、
加
藤

拓
馬
部
長
は
「
普
段
交
流
が
な
い
人
た

ち
と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
ま
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
よ
う
な
ス
ポ
ー

ツ
を
し
な
い
人
も
多
い
中
で
、
怪
我
な

く
終
わ
れ
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
17

日
、
部
員
と
若
手
職
員
が
交
流
す
る
ミ

ニ
バ
レ
ー
大
会
を
北
見
市
立
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
令
和

６
年
度
か
ら
８
年
度
に
入
組
し
た
職
員

に
呼
び
か
け
し
、
部
員
と
職
員
合
わ
せ

て
62
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
選
手
宣
誓
を
前
年
度

部
長
の
矢
田
目
裕
弥
さ
ん
が
務
め
「
怪

我
や
熱
中
症
、
飲
酒
運
転
に
注
意
し
て

部
員
職
員
で
楽
し
く
交
流
す
る
」
と
宣

誓
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
普
段
接
す
る

機
会
の
な
い
部
員
や
職
員
と
も
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

▲競技の様子

▲アームレスリング大会の様子

〜
半
数
が
マ
ッ
チ
ン
グ
！
〜

１
泊
２
日
の
婚
活
ツ
ア
ー
に
24
人
参
加

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
朝
に
阿
寒
湖
畔
を
散
策
し

た
あ
と
北
見
に
戻
り
、
農
家
と
の
結
婚

に
つ
い
て
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、

北
見
地
区
の
遠
藤
正
人
・
幸
枝
夫
妻
の

お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
遠
藤
夫
妻
か
ら

夫
婦
円
満
の
秘
訣
や
農
業
の
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

ギ
タ
ー
演
奏
や
歌
唱
を
通
じ
て
、
参
加

者
へ
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
参

加
者
が
気
に
入
っ
た
異
性
を
選
ん
で
も

ら
い
、
今
回
は
参
加
者
の
半
数
に
あ
た

る
６
組
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
北
見
地
区
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
は
６
月
20
日
か
ら
21
日
の
１
泊

２
日
で
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
キ
タ
ミ
フ

ァ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
　
阿
寒
へ

Ｇ
Ｏ
！
２
０
２
６
」
を
開
催
し
、
男
女

12
組
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
ツ
ア

ー
は
２
０
２
４
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
初
日
は
き
た
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
や
阿
寒
湖
遊
覧
船
の
ほ
か
、
夜

の
森
を
歩
き
、
壮
大
な
光
と
音
の
世
界

で
ア
イ
ヌ
の
物
語
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
ナ
イ
ト
ウ
ォ

ー
ク
」
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
、
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
阿
寒
に
宿
泊
し

▲阿寒湖を眺める参加者たち

▲遠藤家訪問の様子
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北見地区・豊地

小笠原　かおるさん（54歳）

今回は女性部の小笠原副部長に登場いただきました。

きたみらい特定技能生

ナン マイン ズ ジン トゥンさん（21歳）

出身地：ターバウン郡

【ミャンマー・エーヤワディー地域】

役立つミャンマー語講座

「農家に嫁いだ仲間に
    出会い、刺激をもらって
                        います！」

◆出身、結婚に至るまで

　北見市出身です。会社の先輩に誘われた、

青少年ホームのバドミントンサークルへの加

入がきっかけで青年活動に参加するようにな

り、夫と知り合いました。実家が酪農家だっ

たので毎週休みのあるサラリーマンに憧れて

いましたが、なぜか農家に嫁いでしまいまし

た（笑）。でも、今は農家で良かったと思います！

◆組織活動の魅力は？

　視察研修や交流会など個人ではなかなか体

験できないことができたり、新しい出会いも

あり、刺激をもらえるところです。同じ農家

に嫁いだ仲間として頑張ってきた皆さんに会

えることで仕事のモチベーションも上がりま

す。

◆ご自身はどんな性格だと思いますか？

　優柔不断で面倒くさがりです。役員をやる

ような性格ではありませんが、これも何かの

縁だと思い、楽しみながら皆さんと協力して

本年度の女性部副部長を務めたいと思います。

◆趣味は？

　読書です。漫画も小説も好きですが、最近

はついついスマホに手が伸びてよく動画を見

てしまいます。ドラマや映画、舞台を観るの

も好きです。基本インドアですね（笑）。

Ｑ趣味はなんですか?
　　音楽を聴くことと本を読むことです。Ｑ好きな日本語はなんですか?　　家です。
Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　刺身が大好きなのでいっぱい食べたいです。Ｑ日本に来て大変だったことはなんですか?　　ミャンマーと気候が違っていてびっくりし　ました。
Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　日本の農業をしっかり学びたいです。　　また、国内旅行にも行ってみたいです。Ｑ農作業をしてみてどうでしたか?　　ストレスがなく、自然の中で働けるので大　好きです。

　『ミンガラバー』はミャンマー語でおはようやこんに

ちはで使われている言葉になります。また、おはようを

丁寧にすると『ミンガラマネッキンバー』となります。

もし、お会いした時には挨拶で言ってみてください。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.59食料品小売店について③　

　共同売店は「ただのお店」ではない。そう感じる気持ちはどこから来ているのか。それを確か

めるために沖縄に通いだしたが、実は過去に共同売店に出会っていた。 

　何年か前の初めての沖縄旅行で、地元の方が共同売店のことを教えてくれたのがきっかけで存

在を知った。そんなにたくさんあるものでもないだろうと思っていた。それが、美ら海水族館に

向かう途中の信号横に「呉我山共同売店」と大きく看板に書いてあるのを見つけて、シャッター

は降りていたが、思わず車を止めてみんなで店内を覗いた。そこへ、たまたま運営者姉妹がやっ

てきて、入っていいよと案内してくれた。話を聞くといつも朝７時から夜７時まで、休みの日で

も電話があれば店を開けに来る。私たちみたいな客が珍しいのか、たくさん来ていてもう慣れて

いるのか、70代に見えた運営者姉妹は嫌な顔を一つも見せずに色々と話してくれた。 

　お店はこぢんまりとしていたが、生活に必要なものは一通り揃えていて、レジ横には袋に入っ

た旬の桶柑（たんかん）がたくさん並べられてあった。桶柑を手にレジで会計待ちをしていると、

レジ後ろに畳部屋があり小さなテーブルとテレビが置いてあるのが見えて、「ここでくつろぎな

がら店番をしているのだな」となんだか少しほっこりした。沖縄の小さな島の小さな集落に、自

分たちでお店を開いていて、それを楽しむ元気な方がいる。この時はただ、それが印象としてす

ごく心に残った。 

　のちに調査で出会うことになる地域目線からの共同売店は、外からではわからない現実的な課

題に直面していたが、この時に感じた「自分たちの暮らしを自分たちの手で守る」というベース

にある気持ちはやっぱりどこも変わらず、そこが私の一番惹かれるポイントでもあるのだろうな

と思っている。 

　少し寄り道話が長くなったが、調査の話に戻る。「ただのお店ではないお店」がどんなお店な

のかを知るために、いくつかのお店で参与観察を実施した。お店にいて、来店する人たちの利用

の様子や店員さんとのやり取りを観察したり、ちょっと話かけたりというふうに。 

　朝から夜までいると、本当に色々な人が来る。 

　朝、農作業へ行く前、缶コーヒーを片手に店の前で立ち話をする農家の男たち。レジに立つ店

員さんに仕事の愚痴や天気の話をしてから仕事に向かう人たち。通学と通勤のバスを待っている

間、お店の中に入ってきて、挨拶だけして行く人もいる。 

　朝のバタバタが終わり落ち着くかと思いきや、色々な人がこまごまとした買い物にやって来る。

「お久しぶり」と店内で会話が始まったり、地域で何やら動きがあって気がつけば店中みんな手

を止めておしゃべりしていたり。 

　そうこうしているうちに、集落内や近隣で仕事をしている人たちが昼食を買いに来る。昼食を

とり、ぼーっと休まれていく人も多い。 

　静かな午後が過ぎて、夕方になるとまたお店が賑わっていく。子どもたちのわちゃわちゃ声が

まだ店内に残るところに仕事終わりの一杯を求めて働く人たちが列を作る。 

　あっという間に日が暮れて、空き家が増えた集落の中で、ひときわ明るく光を放つお店。やが

て帰りの一杯や夕飯の駆けつけが落ち着く頃に、電気が消える。ここにあるのは「ただのお店で

はないお店」ではなく「ただのお買い物ではない何か」だったと気づかされた。 

　それは、沖縄にしか生まれない文化なのだろうか。 

　いや、そうではないと思う。（つづく） 

北海道大学大学院農学研究院　李　澍
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.18

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
で
は
農
作
業

安
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、
農
作
業
安
全

手
袋
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
毎
年
約
80
件
の
事
故

が
発
生
し
て
お
り
、
な
か
に
は
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
よ
う
な
大
き
な
事
故
も
あ
り

ま
す
。
特
に
回
転
部
に
手
が
挟
ま
れ
る
よ

う
な
事
故
は
悲
惨
な
怪
我
に
繋
が
り
や
す

い
た
め
、
昨
年
は
「
回
転
部
に
は
手
を
入

れ
な
い
」
の
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
の
手
袋
を
配
布

し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
手
袋
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
使

用
し
、
農
作
業
安
全
の
意
識
づ
け
に
役
立

っ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
サ

イ
ズ
が
合
わ
ず
使
え
な
い
と
い
う
意
見
も

多
く
あ
っ
た
た
め
、
今
年
は
Ｍ
サ
イ
ズ
の

配
布
を
行
う
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
や

従
業
員
の
農
作
業
事
故
抑
止
に
ご
活
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
青
年
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
研
修
会
の
開

催
や
啓
発
資
材
の
配
布
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
、
農
作
業
事
故
を
減
ら
す
取
り
組
み

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
作
業
安
全
手
袋
を
製
作
中

～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
～

きたみらい玉葱振興会が東京事務所に来訪
　６月11日、きたみらい玉葱振興会の三役販売推
進の行程の中で、東京事務所に来訪され首都圏で
の販売状況や農政を踏まえた情報交換を行い、現
場の課題を共有致しました。
　各消費地での市場協議会では、産地の供給責任
を果たすため新たな取り組みや改善点について報
告を行い、新年産に向けた意見交換を行いました。 ▲東京事務所 打合せの様子 ▲関東地区協議会の様子

きたみらい赤玉葱振興会がマッチング店舗『桜木楼門』に来訪
　きたみらい赤玉葱振興会の三役販売推進では、各市場やユーザーを
訪問し、推進活動を行いました。   
　また、マッチング店舗『桜木楼門』を訪問し、お店をご紹介頂いた大
宮中央青果㈱の野口執行役員と食事を交えながら情報交換を行いました。
　『桜木楼門』は、当ＪＡ産の玉ねぎを使用頂いており、店の入り口
に看板が無く、完全予約制の店舗。隠れ家的でオシャレな雰囲気のお
店です！▲意見交換の様子

※『桜木楼門』 埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目４－２ ジエルパビル ２Ｆ

▲研修会の様子

　当ＪＡは６月12日、29日に令和８年度コンプライ
アンス研修会をセンター事務所で開催し、役職員
418人のうち約９割が参加しました。
　同研修会は、リスクマネジメントとして重要な位
置づけで、令和２年を除き平成22年から毎年12月に
開催していましたが、インフルエンザやコロナウイル
ス感染症防止、冬道運転のリスクを目的に今年度よ
り６月に２回開催となりました。
　今年度は、㈱ＪＡ北海道情報センターの砂原宗典
氏とＪＡ北海道中央会の升田智大氏を講師に迎え、
情報セキュリティや不祥事撲滅に向けた取り組みに
ついて学びました。また、独占禁止法やインサイダ
ー取引規制について理解を深めました。
　参加した職員は「他人事ではないと危機感をもっ
た。ＡＩの利用や詐欺メールなどに気をつけ、重大な
事故につながらないよう未然に防ぎたい」と話しま
した。

コンプライアンス研修会  開催
　当ＪＡ温根湯地区の女性酪農家グループ「みる
くＶＡＣＣＡ」は、６月上旬に温根湯温泉の道の
駅一角にある花壇に「ブルーサルビア」を植えま
した。結成15周年に雑草で生い茂っていた花壇を
整備してから、景観整備活動を継続。今年は結成
20周年を迎え、代表の石井加代子さんは「これま
で地域のために活動を続けてこれた
のは、メンバー全員の思いと地域の
皆さんの温かい応援のおかげ。お盆
まで見頃が続くので、ぜひお立ち寄
りください」と話しました。

▲（上）みるくＶＡＣＣＡが植えた花壇の様子
　（右上）アスファルトに根を張り、咲いた花を
　　　 「ど根性サルビア」と名付けた

みるくVACCA 花壇で地域を彩る

実際に寄せられた苦情事例

○野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で原則禁止されています
　・違反した場合は、５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下（法人は３億円以下）の罰金、

　　またはこの両方が科せられます

○野焼きの例外（焼却禁止の例外）
　・農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ない焼却行為は例外として認められています

　○例外にあたる場合でも注意すべきこと
　・煙や臭いにより住民から苦情が発生した場合や、道路に煙が充満し交通に支障が出た場合

　　には、直ちに焼却を中止しなければなりません（違法になる場合があります）

　・野焼きを実施する際は、事前に消防署（北見地区消防組合）への届出

       が必要です

　　※届出書様式は右のＱＲコードからダウンロード願います
　　　北見地区消防組合ＨＰ（火災とまぎらわしい煙又は火災を
　　　　　　　　　　　　　　        発するおそれのある行為の届出書）

○窓が開けられない　○洗濯物が干せない　○子供が外で遊べない　○散歩をためらう
○煙で道路がふさがれている　○頭痛、喉の痛み等健康への影響

○お問い合わせ先
　ＪＡきたみらい担い手グループ 24-2145　北見地区消防組合 25-1515
　北見市環境課 25-1131　訓子府町農林商工課 47-2116　置戸町産業振興課 52-3313

農業に伴う野焼きについてご注意ください！
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　全国共済農業協同組合連合会（ＪＡ共済）は６月11日、

北見警察署交通課と連携し、置戸中学校のグラウンドで自

転車交通安全教室を開催しました。置戸小学校及び置戸中

学校、置戸高校の児童生徒ら約150人が参加しました。学

生が自転車の安全な利用について理解を深め、交通事故防

止への意識を高めることを目的に、地域貢献活動や交通事

故未然防止活動の一環として実施。今年度は５月から６月

にかけて、全道８か所の学校で開催されました。

　開催にあたり、来賓の大坪組合長は「通学や日常生活で

利用頻度が高いため自転車事故の危険性を実感してもら

い、交通ルールを守って快適な学生生活を送ってもらいた

い」と話しました。

　教室では、交通事故の危険性をスタントマンが実演し、

恐ろしさを疑似体験させる「スケアード・ストレイト教育

技法」を用いて、㈲シャドウ・スタントプロダクションの

スタントマンが実際に交通事故場面を再現しながら、交通

ルールを説明しました。

　令和８年４月から自転車にも交通反則通告制度「青切

符」が適用されたこともあり、参加した学生は高い関心を

示しました。目の前で繰り広げられる交通事故場面に驚い

たり、スタントマンからの交通ルールのクイズに積極的に

答えながら、交通ルールについて知識を深めました。

目の前の交通事故に恐怖

▲教室の様子

▲スタントマンによる
　自転車走行中の事故を再現

～ＪＡ共済　自転車交通安全教室～

　令和８年４月から、交通違反した場合の手続きを簡略化するための仕組み「交通反則通告制
度」が自転車にも適用されました。自転車の一定の交通違反に交通反則通告制度を導入するこ
となどを内容とした「道路交通法の一部を改正する法律」（令和６年法律第34号）が令和８年
４月１日から施行されました。自転車の交通違反処理に交通反則通告書、いわゆる「青切符」
が発行された後、一定期間内に反則金を納めると、刑事裁判や家庭裁判所の審判を受けないで
事故が処理されるようになりました。

４月より自転車にも青切符が導入されました ～交通反則通告制度の適用～

下記のウェブサイトをご確認の上、自転車事故の
防止に努めていただけますようお願いいたします。〇従来の手続き

〇青切符の導入後

自転車の新制度や
交通ルール、
取締りについて

自転車の主な
交通ルール違反の
罰則一覧

出典：「自転車交通安全」
（警察庁ウェブサイト　　
https://x.gd/TRTBw）

出典：「自転車の主な交通ルール
違反の罰則一覧」

（北海道警察ウェブサイト　　　
　　　　https://x.gd/JDpeI7）
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第５回 理事会報告
　６月19日、午前９時00分より第５回定例理事会が開催さ
れ、報告事項12件、決議事項５件が協議され、原案通り承
認されました。
　【報告事項】
①財務状況報告について
②オホーツク農業協同組合長会 海外視察研修の実施について
③ＣＳＲレポート2026の発行について
④ＪＡバンク基本方針に基づく体制整備モニタリング報告
　について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく経営状況（財務モニタリン
　グ）報告について
⑥ＪＡバンク経営戦略シートの作成について
⑦マネロン・テロ資金供与対策における実施状況等の報告
　について
⑧作況調査（６月15日）報告について
⑨令和８年産コムギ萎縮病の状況について
⑩生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑪第23回ＪＡきたみらい乳牛共進会について
⑫組合員状況報告について
　【決議事項】
①令和８年度１億円を超える信用の供与等の設定について
②マネロン等の防止にかかる対応状況について
③令和９年産玉ねぎ指標配分の取り進めについて
④令和８年度　夏期地区別懇談会提出資料について
⑤令和８年産　農産・青果取扱要領の設定について

（経営支援部 コントラグループ）

田中　哲也
た なか    てつ や 

Ｈ10.4 端野町農協入組
Ｈ15.2 端野支所生産資材課機械整備係
Ｈ21.4 訓子府支所生産資材課車輌整備係
Ｈ21.6 購買部燃自南エリア　主任
Ｈ22.4 購買部燃自南エリア　主査
Ｈ23.5 購買部資材東エリア　主査
Ｈ27.2 購買部北見端野資材店舗　主査
Ｈ27.4 購買部北見端野資材店舗　主幹
Ｈ31.4 購買部農機自動車グループ　主幹
Ｒ02.4 購買部農機自動車グループ　調査役
Ｒ07.4 経営支援部コントラグループ　調査役

　当ＪＡ職員、田中哲也職員（経
営支援部コントラグループ）が令
和８年６月18日にご逝去されまし
た。謹んで哀悼の意を表し、ご冥
福をお祈り申し上げます。

お 知 ら せ
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和８年６月14日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

ＪＡきたみらい概要
月末に端野女性部の研修旅行がありま

す。楽しみ～♪
６

（端野地区　松下　明美さん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：ゆきたけし

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎ焼肉のたれ」と「玉ねぎポン酢」をプレゼン
ト致します。

６月号のまちがいさがしの答えは
「２、３、６、７、９」でした。６月号まちがいさがしの当選者

 　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「北海道ピーナッツおかき」をプレゼント致します。

・木　村　陵　子さま（端　野）・岡　本　さゆりさま（温根湯）・水　上　かおりさま（訓子府）

・岡　田　　　浬さま（置　戸）・小　坂　正　枝さま（訓子府）・伊　東　雄　崇さま（置　戸）

正解者26名の中から抽選の結果、下記の方々が当選しました。おめでとうございます。

　楽しい時間になりましたでしょうか。お仲間との交流や新たな学びのあ
る、充実した時間になっていたら何よりです。これからの女性部活動も、
実り多いものとなりますよう願っています！

1,571人

5,318人

808戸

114,104百万円

18,167百万円

5,090百万円

桜井勇人さんと真佑さん・涼那ちゃん・環希ちゃん

（紹介は２ページです）


